サクラと青年

その桜の木には、１つの伝説がある。

戦国の時代、何処からか落ち武者の青年がこの地にやってきた。

既に満身創痍、死に場所を求めふらついていた。

「あぁ、此処が私の朽ちる場所か……」

見事な桜の下、彼はそっと目を閉じ……

「お侍様、この様な所で眠られては……」

美しい声が何処からともなく聞こえてきたそうだ。

「で、目ぇ開けたら美女が目の前に居たって寸法だ」

ぱしぱしと、男は件の桜の木を叩いた。

その男も話の中の侍と同じく全身血まみれ、明らかに人生のカウントダウンが始まっている。

「俺には、女神様は会いに来ないかねェ・・・」

幹を背に、ずるずると体が崩れ落ちていく。

瞼が自然と下がって……

「ひっさしぶりのゴチソウだぁ！」

変な声が聞こえてきた。

「ぁ？」

侍と同じかどうかは分からないが、彼は薄っすらと目を開き――

「何だ……ガキか……」

子供が立っていた。

一応女だが、色気云々以前の問題だ。

「ガ、ガキって、私のどこを見て言ってるのよ！」

胸を張って声を荒げるが、服の上からでは起伏は確認できない。

幸い（？）顔立ちは良いので１０年の後にはさぞ美人になるとは思うが……

「は……ロクでもねぇ人生のラストはガキと漫才させられるのかよ……」

毒を吐きながらも、彼の瞳からは光が失われ始めて

「ま、まだ死んじゃだめー！」

ガクガクと体を揺すられる。

「うっせぇ……もう、終わりなんだ……よ」

見て分かんねェのか……とまでは、声が出なかった。

返事はするものの、四肢に力が入ってなく彼は……

「死ぬなー！」

叫びながら少女は躊躇う事無く、男に口づけをした。

色気皆無の人工呼吸、思いっきり空気を吹き込む。

　ど　く　ん　！！

止まりかけていた心臓が再び動き出す。

眠っていた所を叩き起こされた様に、男の体がびくっ　と震える。

「あ、あァ！？」

目を見開き、辺りを見回す。

「ふぅ、成功だー」

先ほど、目の前に居た子供が――更に小さくなっていた。

小学生の中程ぐらいの年齢に見えていた体が、幼稚園児くらいの大きさにまで縮んでいた。

「お前……ナニしやがった？」

体はまだ動かないらしく、木を背に座ったまま尋ねる。

「あーあ……きちょうなキが…」

舌っ足らずな声で、ぶつぶつ文句を言う。

「まぁ、もうすぐもとの体に…お」

喋っている最中に、少女の体が大きくなっていく。

植物の成長ビデオの早回しを見るかの様に、小、中、高校生ぐらいまで一気に大きくなった。

「な、何だァ？」

「ふぅ、ごちそーさま」

にこにこと笑いながら彼女は言う。

少女と女の合間という、儚げなくも絶妙の年齢のその笑顔は妖艶さと爽やかさを持っていた。

「死んじゃったら、血が止まっちゃうからね～」

確かに、一瞬は助かったと思ったものの、彼の体に開いた穴は塞がっていない。

というか、心臓が元気良く動き出したために、どんどん血が溢れていた。

「お前……は……？」

ナニがしたいんだ？と、最後まで言葉を紡ぐ事はできなかった。

「私はサクラ」

名前なんざ、聞いてねェ

血が足りない、目の前が暗い――寒い――

「やっぱり起きて！」

「ぐぉっ！？」

先程以上の『何か』を吹き込まれ、彼は再び叩き起こされた。

「な……まだ搾り取るつもりかっ！」

叫びながら、体を起こす。

体が、動く？

「もー、ひさしぶりのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えーよーぶん),栄養分)かとおもったら、へんなのつれてくるし……」

再び少女、というか幼女になった女……サクラが文句を言う。

「テメェ、こんなトコにいやがったか」

そのサクラの後ろに、見慣れたバカ面が３つ程見えた。

「こんなところまで、ゴクローなこった」

立ち上がりながら軽口を叩く。

ちょこちょこと彼の後ろに回りながらサクラが言う。

「『わたし』をきずつけないよーに、相打ちになってきてー」

「て、テメェ……」

何を勝手な事を……と、後ろに突っ込むのは前からの視線を意識して、飲み込む。

「しっかし、土手っ腹に穴開けてやったのに生きてるなんざ、テメェの悪運もここまで来ると神懸りってか？」

「あーあ、死体見つけるだけの仕事って言われたから来たのに……」

「もう１度、もう１度殺れる……」

それぞれ好き勝手なことを言いながらも、徐々に包囲を狭めてくる。

「あぁ、クソ！静かに死なせてもくれねェのかよ！」

叫びながら、彼は生き残る為に飛び出した。

「おー、あのひとほどじゃないけど、なかなかー」

サクラの漏らした呟きは、山中の喧騒の中に埋もれていった。

相打ち……どころの話ではなかった。

凶器を持つ３人を相手に、懐から出したナイフ１本で大立ち回りを演じ、最終的に２人を戦闘不能にさせ、追い払った。

「見かけによらず強かったんだねー」

ぱちぱちと、手を叩きながらサクラが褒める。

「あいつ等が弱ェだけだ」

ふーん、と言いながらサクラは彼の周りをぐるぐる回る。

回りながらじろじろと彼を値踏みするかの様に見上げる。

「何だ？」

「うん、あなたで手をうちましょー」

「だから、何の話してんだ？」

サクラは男の目の前で止まると、指を指して言った。

「あなたを私のコックににんめいっ！」

「は？」

数分後、説明を受けた男の叫びが静かな山の中に響き渡ることとなる。

「つまり、俺にテメェの世話係をしろってことか！？」

「うん、正確には私の本体だけどねー」

と、言ってぽんぽんと桜の木を叩く。

「テメェが桜の木の精だか、訳の分から無ェもんで、更にそいつの世話しろってのはどんな冗談なんだ？」

「じょーだんじゃないよ、本気だよー」

「余計悪いわ！」

このガキの話を嘘だとは思わない、寧ろさっきの変化を見せられていたので本当だと思う……が、桜の木にとって一番の栄養分は死体。2番目は人間の血液らしい。

「つまり俺に、死体の運び屋をやれってことじゃねぇか……畜生働きはしねェんだよ！」

男は叫び、どすどすと足を鳴らしてその場を立ち去ろうとした所で――倒れた。

「あァ？」

何故、自分が倒れたのか、いや倒れたことすら分からなかった。

「だめだよー、私からはなれたらホントに死んじゃうよー」

のん気な声と共にぱたぱたと少女がこちらに走ってくる。（追ってと戦っている間に、また少し大きくなっていた）

「何だ……と？」

「今、あなたの体が動いてるのは私が『気』を吹き込んであげたからなんだよ」

「で？」

「頭の悪そうなあなたの為に簡単に説明すると、あなたは風船人形みたいな存在なの」

男が立ち上がるのを手伝いながら、話は進んでいく。

「で、あなたの中の空気にあたる部分はちょっとずつ抜けていくし、私が補給しないとその内切れるし、私からあんまり離れても一気に空気が漏れて……なむなむ～」

手を合わせて拝まれた。

「別に、未練なんざ無ェ」

男はサクラに背を向けて更に歩き出す。

「何処でのたれ死のうが、構わねェよ」

どんどん歩き……また倒れた。

「だーかーらー、私から離れたら動けなくなるって言ったでしょ？」

そこで、やっと気づいた。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(コイツ),サクラ)のコックをするしか無い……と言う事に。

「それに、死体運びなんてしなくていいんだよ？」

「あんだと？」

先ほどの説明の時にしっかりと『人間の死体っておいしーんだよねー』等とのたまっていたと言うのに。

先ほどの立ち回りで飛び散った血飛沫程度である程度成長できるほど、栄養価が高いらしい。

「何のために『ワタシ』がいると思う？」

そう言って、自分を指差した。

「年食った樹の化けモンだろ」

「し、シツレイなっ！」

ばたばたと手を振り回して抗議をする。

「私が取った栄養は、あっちの本体にそのまま届くの」

「それで？」

「だーかーら、私にご飯を食べさせてくれるだけでいいのっ」

にこにこと笑っているが、男には悪魔の微笑にしか見えない。

「つまり、街で人殺ししろってんだろ？」

「ちーがーう！」

話が通じないのが余程もどかしいのか、振り回す手が激しくなる。

「普通の！人間と同じご飯でいいのっ！」

ふぅ…と、言いたい事は全部言ったという感じで男の方をじっ、と見つめる。

その真っ直ぐな視線を受け止め……つぃ、と視線を逸らす。

「あーあー、分かったよ！一応命助けて貰った事だしな、テメェのコックやってやるよ！」

投げやりにそう叫んだ。

「じゃ、さっそくお腹が減ったので走れ召し使いっ！」

「さっそくランクダウンかよっ！？」

暫くの後……少女を連れた何でも屋があちこちで見かけられたそうだが……それが彼と彼女だったのかは……本人達だけが知っている……

